
皆さん、こんにちは。ご挨拶代わりに弾かせてい
ただいたのは「バラの庭」という私自身が作ったオ
リジナル曲でした。トイピアノはその名のとおり、
おもちゃのピアノです。私がトイピアノと出会っ
たのは16年程前で、それ以前は音楽事務所に所属
し、オリジナル曲でアーティストとコラボレーショ
ンをしていましたが、その忙しさから一度離れ、こ
れから何をしようかと訪れた骨董市でトイピアノ
を見つけました。
仕事は辞めたものの自分には音楽しかないと
思っていた時期にトイピアノと出会ったので、これ
はきっと運命なんだと感じ、これからの自分の代表
的楽器にしたいと強く思いました。トイピアノは
ピアノと違ってコトコトと雑音がしたり、鍵盤も
鳴ったり鳴らなかったりするのですが、通常のピア
ノにはない魅力がなんだか人間みたいで、どっぷり
とトイピアノの世界にはまりました。

それからはその魅力を知ってほしいと自分の車
にトイピアノを積み、自宅のある埼玉からあちこち
へ営業に行きましたが、最初のうちは「おもちゃで
しょ？」「本物の音楽しかいりませんから」などと言
われ、演奏の機会がなかなかもらえませんでした。
それでも私はトイピアノで自分だけにできる音楽
を創りたいと強く思いながら、「トイピアノの魅力
は何ですか」と聞かれたら「不完全なところです」そ
う言い切ろうと決めました。
そして気付けば、その不完全な楽器たちと向き合
いながら、もう35台も集めています。今も飽きるこ
とはなく、弾けば弾くほど愛しい存在、尊い存在と
思えて、幸せな気持ちになります。
ここからはそのおもちゃのピアノ達が奏でるメ
ロディーが、私と家族にとって最も大きな影響を与
えてくれたというお話を中心に進めさせていただ
きたいと思いま
す。営業で実家の
ある愛媛県にト
イピアノを持ち
帰り父と話をし
ていた時に、長い
間交流のなかっ
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た兄が２階から降りてきました。そしてトイピア
ノを触りながら「どうしたんや、これ」と聞いてきま
した。「トイピアノって言うんよ」「へぇ～」「このガ
ラスもきれいやろ」「そやなぁ、100万くらいするん
か？」兄は冗談としか思えない言葉をボソッと言っ
たのです。「そんなわけないでしょ」と言い返しなが
ら、私は兄が冗談を言ったのかなとびっくりしまし
た。後で分かったのですが、私は兄に普通の兄妹ら
しく「兄ちゃん、見て見て」と言って自分の持ってい
る物を見せたり、自分のやっていることを話すよう
なことはこの何十年もありませんでした。というの
も、私の兄は19歳の時に統合失調症と診断され、私
にとっては意味不明な言動に不安を抱いたり、両親
が見ていないところで兄から殴る蹴るの過酷な暴
力を受けていたからです。両親に言っても「兄ちゃ
んは今、受験で疲れているだけ。誰にも言っちゃダ
メ。すぐに治るから。」と繰り返すばかりでした。で
も兄の症状はどんどんエスカレートし、ついに入
院治療することとなりました。何年も前から兄の
様子を両親に伝えていたのに聞いてもらえなかっ
た私は、自分こそが被害者だと思っていました。兄
の症状にも耐えられず、また、両親のことも許せな
かったのです。
そのうちに、私も学校に行けなくなりました。自
分も生きていることがしんどくなっていたのです。
そして心のどこかで、もしかしたら兄もそうなのか
もしれない、とも思っていました。そんな私を両親
は「妹まで発病したかもしれない」と精神科病院に
連れて行きました。何か診断が付けば両親が自分
のことを見てくれるのかもしれないという気持ち
と、ちょっとした好奇心もあり、通院が始まりまし
た。病院では「ど
うしたんですか。
学校行くのが辛
いんですってね。
子どもの時はど
うでしたか。兄
妹はどうですか。

お父さんお母さ
んは小さい時ど
うでしたか。」と
何回にも分けて
話を聞いてくれ、
「辛かったです
ね」と私の気持ち
に共感してくれました。高校生ながらに「精神科病
院って悪くないな」と思いました。それから病院に
は３か月程通い、留年手前でやっと高校通学を再開
し、その後病院に行くことはありませんでしたが、
私の中では精神科病院はちゃんとその人の話を聞
いてくれるところという印象がずっと残っていま
す。そして大学に進学して以後、実家には戻らず、
家族とも距離を置いていました。兄の病気のこと
を周囲に隠したい気持ちもあったのだと思います。
それなのに自分の行き場がなくなった時に思い
ついたのが、やっぱり故郷だったんです。その故郷
での公演が決まったことを父が喜んでくれ、兄と久
しぶりに兄妹らしい会話をしたことにハッとしま
した。後になって兄は、「兄ちゃんって言われたの
は何十年ぶりやろ」と言っていました。そしてその
時兄がトイピアノの前にストンと座り、いきなり
即興演奏を始めたのです。それはもう驚いたとい
う次元ではないくらいのショックで、体中に稲妻が
走ったようでした。単に即興ができるからすごい
という事ではなく、音に出るその人そのものの本質
には、優しい朗らかで楽しいことが大好きだった子
どもの頃の兄が詰まっていたんです。「兄ちゃんが
ピアノ弾いてるところ、子どもの頃以来見たことな
かったのに」という私に「本物のピアノはしんどい
んや。ちゃんとした姿勢で、ちゃんとした指使いで、
ちゃんと楽譜を見ながら、ちゃんと弾かんといか
ん。強いられているみたいでしんどい。だけどこれ
はおもちゃのピアノだって言うたやろ。兄ちゃんも
統合失調症になって、社会によう出んとずっと家に
居って、不完全な存在なんや。だからこのおもちゃ
のピアノに寄り添えるんや。」その兄の言葉を聞い
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的に伝えるよう
にしています。
演奏会でもこ
うした話をする
と「実はうちも
…」と声をかけて
くださる方も多
く、「子どもの病
気のことを他人
に言えず隠して
生きている」とい
うご家族や、「あ
なたは色んな所
に出てお話するチャンスがあるようだから、世の中
に伝えてほしい」と老夫婦に言われた言葉にも背中
を押され、社会に向けて発信しようと数年前に、本
も書きました。これまでのように家族会の中だけ
ではなく、社会や地域に向けて伝えていくことが、
偏見を解消していく一歩だと感じています。時に
は、分からないことを恐怖と感じたり、関わりたく
ないという気持ちが働くこともあります。それも
理解出来るからこそ、本当に分かってもらうために
は公にしていく必要があると思ったのです。
現在は昔と違って情報も簡単に入手することが
できますし、病名も精神分裂病から統合失調症へ変
わり、当事者の方々が外に出ていく場や支援者も増
えました。でもまだまだ「知りたくないこと」になっ
てしまっている現状もあります。タイムマシーン
に乗って、未来を見てみたいです。10年後20年後に
は当たり前のように皆で助け合いながら、理解し
合いながら、支え合える社会になってほしいなと思
い、今日はトイピアノの演奏と一緒に、我が家の体
験を皆さんにお聞きいただきました。
「私は精神障害者家族会のゆるキャラです。」そう
言いながら！「音楽」という手段を持っていること
を活用しながら！これからも活動していきたいと
思います。またお会いできる日を楽しみにしてお
ります。ありがとうございました。

て、私は今まで何十年も兄に対して持っていた思い
が溢れ出し「兄ちゃん、ごめん。私、分からんかった。
兄ちゃん、しんどかったね」と言うと、「仕方ないん
や。」と言ったその兄の言葉は、本当に悲しかったで
す。誰だって病気になりたい人は居ないし、何で精
神疾患だけは人に言ってはいけない病気なのか、色
んなことを考えました。それはこの小さなおもちゃ
のピアノが、ほとんど壊れかけていた私たち家族関
係をもう１度考えるきっかけをくれた瞬間でした。
そこから私と兄との音楽の交流が始まりました。
褒められれば褒められるほど兄の表情が緩み、１年
も経たないうちに兄の曲は800曲を超えました。父
も兄の本当にやりたい事、得意な事があるんだと理
解してくれ、私たち二人の背中を押してくれるよう
になりました。
父は父で精神障害者の家族会の活動に熱心に
なっていきました。私も家族会に呼ばれ、トイピア
ノの演奏をする機会が増えました。最初は家族会
に入るのを嫌がっていた父は80歳を過ぎて家族会
の会長になり活動を続けていました。本日表彰さ
れた高知県の家族会の横田さんとも交流がありま
した。考えてみると兄が病気になってなかったら、
こんな出会いもなかったなと今は素直に思います。
昔、兄と父は本当に壮絶なケンカも多く、いつか
大変なことになるのではないかという不安を抱え
ていましたが、3年前に父が余命宣告を受けた時、
「お父さんの終の棲家である自宅から僕は見送りた
い」と兄は言いました。その言葉をきっかけに、訪
問医や看護師、ヘルパーさんによる包括支援を依頼
し、数ヶ月後。家から父を見送ることが出来ました。
その流れで、兄は今も福祉や医療の方の助けをいた
だきながら、一人
暮らしをしてい
ますし、私も周囲
の方々にカミン
グアウトし、困っ
た時には「助けて
ください」と具体

２０２４．１０．１６ （水） 

 

≪ トイピアノコンサート ≫ 

～おもちゃのピアノが教えてくれたこと～ 

Program 
 

 

「バラの庭」                          （畑 奉枝 作） 

「銀色の猫」                                （畑 奉枝 作）  

～映画音楽より～ 「第三の男」「いつも何度でも」      （映画音楽特集） 

「宵待草」                                   （竹久夢二 作／畑 奉枝 編）  

♪ 楽器紹介コーナー ♪ 

「月の沙漠」                      （佐々木すぐる 作／畑 奉枝 編） 

 

― 休憩 ― 

「星めぐりの歌」                （宮沢賢治 作／畑 奉枝 編） 

♪ 体験談と兄の音楽 ♪ 

                         「告白」       （A and T 作） 

                    「遊園地の思い出」 （A and T 作） 

                                  

「ピアノとトイピアノのための キラキラ星 ア・ラ・カルト」  （畑 奉枝 作） 

 
※ 曲目・曲順変更の場合あり 

 

 

演奏とお話／畑
はた

 奉
とも
枝
え
（Toypiano ＆ Piano） 
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デイケア連絡会の会長を務めております、藤戸病
院の今城と申します。今年度縁あって2度目の登
場機会を得ました。今回は昨年実施した、デイケア
連絡会主催のボッチャ大会についてご報告させて
いただきます。
その前に、以前の記事でも掲載していただきまし
たが、改めて「デイケア連絡会（以下：連絡会）」とい
う団体についてご紹介させていただきます。
連絡会とは精神障害者のリハビリテーションの
向上のために、会員の知識・技術の向上及び精神障
害者デイケア施設間の交流・情報交換を図ることを
目的とし、高知県下の精神科デイケアを有する施設
が定期的に集まり活動をしています（会則より一部
抜粋）。現在は14施設が入会しており、2ヵ月に1
回会議を開催し、イベントの企画・運営や情報交換
会を行っています。
◉ボッチャ大会開催にむけて
昨年の5月に約5年ぶりとなるデイケア交流会

（以下：交流会）を開催いたしました。この時はボッ
チャ・卓球・オセロに麻雀など、多岐にわたる種目を
取り入れ実施し、その中でもボッチャへの参加者が
多く、非常に盛り上がりました。交流会という名目
で順位はつけませんでしたが、その後の会議でボッ
チャ大会として開催したら盛り上がるのではない
か。という意見も挙がり、大会として開催を目指す
ことになりました。
◉浮かび上がる課題…
交流会の反省から浮上した課題…それは圧倒的
な審判不足！交流会では、ほぼ同じスタッフに審
判を担っていただき、かなりの負担をかけました。
ボッチャは競技の特性上、老若男女問わず実施でき
るメリットがある
一方、円滑なゲーム
進行や1点を争う
せめぎあいを判断
する審判の役割は
非常に重要です。

というわけで、その課題を解決するべく、県立障
害者スポーツセンターの力をお借りして審判講習
会を実施しました。各施設により、ローカルルール
が存在していることを考慮し、連絡会共通のルール
を確認しました。
◉ボッチャ大会本番
2024年 11月 29
日㈮本番を迎え
ました。ボッチャ
だけの大会は初
めての試みなた
め、どの位集まる
か心配でしたが、
10施設から総勢130名ほどの人が来てくれました。
遠方から来られる施設もあり、予定していた開始時
間を過ぎてしまいましたが、利用者やスタッフの協
力の元、円滑に大会を進めることができました。
参加チームが多かった為、本来1試合4エンドの

ところを予選のみ2エンドで行うこととしました。
エンド数が少ないことで、一投一投にかなりの緊張
感がありましたが、皆さん笑顔で取り組んでいただ
けました。大会前不安視していた審判も、各施設の
スタッフが声を掛け合いながら交代で行っていた
だき、無理なく実施できたと思います。
◉最後に
今回、大会の開催にむけてご協力いただいた各施
設の皆様、ならびに審判講習会や会場を貸して頂い
た県立障害者スポーツセンターの方々に、この場
を借りてお礼申し上げます。コロナ禍の影響もあ
り、これまで取り組んできた卓球やソフトバレーと
いったスポーツが衰退傾向にある中、今回の大会を
通じてボッチャが新たな選択肢の1つになったの
ではないかと感じました。
連絡会でも今後も利用者の皆さんが楽しめるよ
うな企画やこのような形で情報発信をしていきた
いと思いますので、温かく見守っていただければ幸
いです。

藤戸病院デイケアセンターMAC
作業療法士　今城可嗣
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2024年12月7日・8日に高知県立県民文化ホール
にて、第41回日本森田療法学会（大会長：高知大学医
学部寄附講座児童青年期精神医学 高橋秀俊 特任
教授）を開催いたしました。
森 田 療 法
は、高知県野
市町（現・香
南市）出身の
精神科医、森
田正馬先生に
よって1919年
頃に創始され
た主に神経症（不安症や強迫症等）を対象とする、我
が国の最も伝統的な精神療法の一つです。
本学会は、全世界における森田療法の発展や地域
住民の健康の向上に貢献することを目的として、年
1回開催されております。2024年は、森田正馬先生
の生誕150周年にあたり、森田療法のさらなる発展
を目指して、「原点から紡ぐ多様な支援　精神療法
のレジェンドを継承しライフステージを通して持
続可能な多職種地域連携を共創する」をテーマに森
田正馬先生の生誕の地である高知県で大会を開催
しました。
プログラムでは、会長講演として大会長である高
橋秀俊先生が、「ライフステージを通じた発達障害
臨床における森田療法的関わり：感じから出発す
る」を発表し、その中で、森田療法における重要な概
念である「症状不問」や、森田正馬先生が論語から引
用した「君子和して同ぜず」という考え方と「子ども
の心のケア」の繋がりを発表しました。
シンポジウムとしては、「日本独自の精神療法の現

代的意義と発展性」をテーマに、我が国独自の精神療
法や治療手法である森田療法と内観療法、生活臨床
のそれぞれの立場から中村敬先生（東京慈恵会医科

大学森田療法センター）、堀井茂男先生（公共財団法
人慈圭会慈圭病院）、井上新平先生（社会医療法人北
斗会さわ病院）にお話しいただき、それぞれの独自性
や共通性、今後の展望を議論いただきました。
特別講演としては、森田正馬先生のひととなりや

足跡を知るため、生家保存の観点から、上村直人先生
（高知大学保健管理センター医学部分室）、池本耕三
氏（森田正馬生家保存会）にご発表いただきました。
受賞講演として、池田數好の森田療法理論を、「シ
ン・第二世代の森田療法家、池田數好を〈読む〉」と題
して、黒木俊秀先生（中村学園大学教育学部）にご講
演いただきました。
特別企画としては、森田療法の自助グループであ
る「生活の発見会」と医療現場との連携のために、
「医療現場と発見会の新たなつながりをめざして」
というタイトルで、司会に舘野歩先生（東京慈恵会
医科大学精神医学講座）をお招きし、発見会のメン
バーを中心に活発な議論を行いました。
本学会の特徴である、一症例をじっくりと検討す
る研修症例セッションでは、半田航平先生（東京慈
恵会医科大学附属第三病院精神神経科）に「視線恐
怖に対して外来森田療法を行っている一例」を提示
していただき、新村秀人先生（大正大学臨床心理学
部）に論じていただきました。
これ以外にも、児童青年期や、産業保健の視点か
らみた森田療法に関する教育講演や災害や紛争に
関する国際的
な テ ー マ を
取 り 上 げ た
International 
Sympos ium
を開催するこ
とができまし
た。

森田療法学会　会場正面

第41回 日本森田療法学会
森田正馬生誕150周年記念　高知大会

森田正馬生家模型

令和７年３月14日	 高知精神保健 	 （5）



いずみの病院	 高知こころクリニック
三宮心療クリニック	 はりまや橋診療所
町田病院	 渭南病院
宇賀　茂敏	 竹本病院
田野病院	 津田クリニック
高知ビル美装㈲	 三和水産㈱
三誠産業㈱	 四国医療サービス㈱
四国メディカルトリートメントセンター	 大伸フーズ㈱
㈲フジムラ	 大塚製薬㈱高知出張所
武田薬品工業㈱	 中澤氏家薬業㈱
Meiji Seikaファルマ㈱	 ヤンセンファーマ㈱
㈱キタムラコンピュータ	 ㈲伊野清掃
日本化工㈱	 ㈱ツバメガス
クリニックひろと	 ㈲サンファーマシー

� （敬称略：順不同）

ご芳志への御礼

本年度の協会活動へのご寄付ありがとうございま
した。

また、本学会が重要視している一般演題は70題以
上の演題が北海道から沖縄まで全国から応募があ
り、中国やカナダ、フィンランド等海外からの応募
もありました。様々な観点から興味深い発表をし
ていただきました。
開催にあたっては森田正馬先生、生誕の地での開
催のため日本森田療法学会の全面的なバックアッ
プのもと、高知医学研究・教育支援機構の共催、高知
県医師会、高知県臨床心理士会、高知県、高知県教育
委員会、香南市、香南市教育委員会の後援を得て、高
知大学医学部神経精神科学講座の関連病院や同門
の先生方をはじめ、県内の多くの関係者の皆様のご
協力を得ることができました。
当日は、県内外から多数の方にお越しいただき、
最終的に304名の参加となりました（県外が235名、
県内が69名）。これは、森田正馬先生がかつて教授
を務めていた東京慈恵会医科大学で開催された、
2023年の前回大会を上回る参加者数でした。これ
だけの参加者に来ていただき、盛会に終われたこと
は、ひとえに高知大学医学部神経精神科学講座の関
連病院や同門の先生方、および関係者のご支援とご
協力の賜物であると感じております。この場をお
借りして、本
大会のご報告
と協会の皆様
への感謝を申
し上げます。
今後も皆様
と協力して、
森田療法が県

内に普及し、県民のメンタルヘルスが向上するよ
う、高知大学医学部神経精神科学講座一同、森田正
馬先生の説く「努力即幸福」の心意気で尽力してい
きたいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上げます。

� 文責　高知大学医学部神経精神科学講座
� 森田　啓史（大会事務局長）

森田療法学会での集合写真
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